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新 聞 記 事

・慶應塾生新聞．“第30回慶應義塾図書館貴重書展
示会「インキュナブラの時代」現代書物のルーツ
をたどる”．2018. 10. 18，p. 1．

雑誌論文・記事

・“早稲田・慶應　キャンパスに息づく「明治の遺産」
探訪”．サンデー毎日．2018. 4. 1，p. 145-147．

・望月有希子，逸村裕，江前敏晴．“図書館蔵書の
酸性化に対する大気汚染の影響：慶應義塾大学と
筑波大学の図書館蔵書の酸性状態の比較”．日本
図書館情報学会春季研究集会発表論文集．2018， 
p. 61-64.

・“早慶共同運用図書館システムにEx Libris社のAlma・
Primo VEを採用”．三田評論．2018. 4，no. 1221， 
p. 84．

・“早稲田大学と慶應義塾大学の図書館システム共
同運用について”．早稲田大学図書館年報．2018，
2017，p. 3-4.

・長谷川敦史．“特集，図書館の話題アラカルト：
早稲田大学と慶應義塾大学の図書館システム共
同運用”．図書館雑誌．2018. 7，vol. 112，no. 7， 
p. 447-449．

・渡辺浩史．“図書館旧館改修工事の進捗 その三”．
三田評論．2019. 1，no. 1229，p. 114-115．

・慶應義塾大学信濃町メディアセンター．“こんな
古典籍があった！～ 拠点大学古典籍画像紹介～
第 3 回．慶應義塾大学信濃町メディアセンター

（北里記念医学図書館）所蔵『耄耋独語（もうて
つどくご）』杉田玄白著 書写年不明”．ふみ：日
本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構
築計画ニューズレター．2019. 1，no. 11，p. 11．

W e b

・倉持隆．“慶應義塾大学における「貴重書活用授業」 
の取り組み”．カレントアウェアネス-E．2019. 1. 17．

　http://current.ndl.go.jp/e2093/，（参照　2019-06-20）．
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論 文 発 表

本　部  
中井亜子．“慶應義塾大学理工学メディアセンター 
（特集 大学図書館のシゴト）”．神資研．2018. 10，
no. 52，p. 15-17．

酒見佳世．“慶應義塾における電子ジャーナルの 
現在とこれから”．塾監局紀要．2019. 3，no. 33， 
p. 59-62．

川本真梨子．“目録作成の今とこれから―米国ワシ
ントン大学図書館からの視座―”．塾監局紀要．
2019. 3，no. 33，p. 99.

三　田  
市古みどり．“他部門との協働”．大学の図書館 37
（7）：104-106，2018.

市古みどり．“オープンアクセスの現在地とその先

にあるもの”．大学図書館研究 109，2018.
　https://www.jstage.jst .go.jp/article/jcul/ 

109/0/109_2014/_article/-char/ja
市古みどり．“国際図書館コンソーシアム連合（ICOLC）

2018年春季・秋季参加報告”．JUSTICE会員館限定．
市古みどり．“デジタル化時代の研究者のために図

書館が構築すべき学術情報環境”．SPARC Japan 
News Letter 35：45-50，2018.

倉持隆．“E2093-慶應義塾大学における「貴重書
活用授業」の取り組み”．カレントアウェアネス-E．
2019. 1，No. 361．

　http://current.ndl.go.jp/e2093
新保佳子．“英国図書館研修報告”．塾監局紀要．

2019. 3，no. 33，p. 100.
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JUSTICEの取り組み”．地域科学研究会．2019. 3. 
22．於 城西大学東京紀尾井町キャンパス 3 号館

倉持隆．“「貴重書活用授業」による教育支援”．一
橋大学社会科学古典資料センター創立40周年記念
／平成30年度文化的・学術的資料の保存　国際シ
ンポジウム「西洋貴重書を守る，活かす」におけ
るパネルディスカッション「教育学習に古典資料
を活かす」．2018. 12. 7．於 一橋大学佐野書院

信濃町  
赤堀美和子．“慶應義塾大学病院KOMPASの管理

と運営（事例報告）”．第 3 回JMLA学術集会．
2018. 12. 7．於 TKP渋谷カンファレンスセンター

信濃町  
遠藤泉．“レファレンス事例 NO. 113：『TCI （Team 

Climate Inventory） の原版と短縮版の日本語訳』”．
医学図書館．2018. 6，vol. 65，no. 2，p. 125-126．

三谷三恵子，赤堀美和子，遠藤泉．“患者図書館訪
問（3）慶應義塾大学病院「健康情報ひろば」サー
ビスの紹介”．薬学図書館．2019. 1，Vol. 64，no. 1，
p. 2-6．

赤堀美和子．“湘南発祥の地（社中交歓）”．三田評論. 
2018. 8，no. 1225，p. 105．

理　工  
五十嵐由美子，今井星香ほか．“図書・雑誌探索実

験から得られた大学図書館ユーザ行動調査”．電
子情報通信学会技術研究報告．2018. 11，vol. 118, 
no. 275（CS2018 56-67），p. 13-18.

五十嵐由美子，今井星香ほか．“大学図書館におけ
るIoTデバイスを活用した利用状況把握の取り組
み”．情報の科学と技術．2019. 3，vol. 69，no. 3，
p. 117-120.

 https://doi.org/10.18919/jkg.69.3_117

SFC  
鈴木有紀．“看護医療学図書室の歩み”．慶應看護

100年史．2018，p. 321．

研 究 発 表

三　田  
市古みどり．The changing functionality of the 

libraries in the current scholarly communication. 
2018. 7. 26．於 an IOP Asia Pacific Library 
Advisory Board Meeting.

市古みどり．“LibQUAL+®再実施の意味．第20回
図書館総合展”．2018. 10. 30．於 パシフィコ横浜

（第20回図書館総合展）．
市古みどり．“変化，学術情報流通，研究支援，課題”．

平成30年度大学図書館シンポジウム．2018. 11. 1. 
於 パシフィコ横浜（第20回図書館総合展）

市古みどり．“購読モデルからオープンアクセスモ
デルへ：JUSTICEの取り組み”．第３回SPARC 
Japanセミナー2018．2018. 11. 9．於 国立情報学
研究所

市古みどり．“購読モデルからOA出版モデルへ：
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